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福井市職労選挙管理委員会告示第２号  

2026年 10月 21日  

 

福井市職労選挙管理委員会  

委員長  坂 尻 佳 彦  

 

  第 119回臨時大会において承認された離籍専従役員の選出要請（2026年 10月 15日付）が 

あったため、自治労福井市職員労働組合選挙規程により、離籍専従役員の信任投票を次のとお 

り告示する。 

                    

記 

 

  １．離籍専従役員候補者 

 

自治労福井市職員労働組合 執行委員長 中山 圭祐（37） 

（2013年入庁 女性活躍促進課在籍） 

 

２．信任投票 

     投票用紙交付：2026年 10月 21日（水） 

投票日   ：2026年 10月 27日（火）午前９時～午後５時 

     投票場所  ：職員組合書記局 

     不在者投票 ：2026年 10月 24日(土)午前９時～26日(月)午後５時 

    

  ３．投票方法 

     直接無記名投票 

 

  ４．開票 

     2026年 10月 27日（火）午後５時 30分～  於 職員組合書記局 

    

  ５．その他 

必要な事項で規約・規定に定めないことはその都度協議して定める。 

 

 

 

 

 

 

 

速報性の向上のために、速報の配布数は、係単位での枚数で配布しています。 

※各係単位での回覧をお願いします。 



 

【離籍専従および信任投票に関する Q&A】 
Q1：「離籍専従（りせきせんじゅう）」とは何ですか？  

A1：離籍専従とは、「自治労福井市職員労働組合離籍専従役員規程」に基づき、福井市役所を正式に退職

（離籍）した上で、労働組合の専従役員として活動に専念する制度です。市役所の職員としての身分

（公務員身分）は離れることになります。 

 

Q2：なぜ退職（離籍）するのですか？ 

A2：次期福井市議会議員選挙への立候補に向け、11 月から政治活動や立候補準備を本格化させるためです。

現在は「休職」専従中であり公務員身分が保持されているため、地方公務員法により一定の政治的行為

が制限されています。また、公職選挙法では、原則として公務員の在職中の立候補が認められていませ

ん。こうした法令上の制限を踏まえ、10月末をもって市役所を退職（離籍）することとしました。 

 

Q3：市役所を退職した後、執行委員長の肩書はどうなるのですか？ 

A3：今回の信任投票で信任された場合、退職後も当面の間（2027 年 3 月末を目途に）、引き続き執行委員長

を務める予定です。11 月以降は政治活動が本格化し、多忙となることが想定されますが、今般の秋闘や

来年の春闘に向けた運動の陣頭指揮を執り、組合員の賃金・労働条件の改善や職場環境を守る取り組み

を力強く牽引していただきたいと考え、執行部から委員長の続投を強くお願いし、本人の了承を得たと

ころです。なお、政治活動のために書記局を不在にすることもありますが、副執行委員長や書記長など

と連携しながら、組合運営に支障が生じないよう取り組んでいきます。 

 

Q4：今回の信任投票は、どのような意味を持ちますか？ 

A4：私たちの働く環境や生活に関わる課題を市政に届け、実現につなげていくことは、組合運動における

「政治闘争」の重要な役割です。今回の信任投票は、中山執行委員長が離籍専従役員として引き続き組

合運動の先頭に立つことについて、全組合員の意思を確認し、正式に信任（承認）していただくための

大切な投票です。皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
 

【参考】臨時大会議案書（抜粋） 

 


